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港1 0 0 年
1 8 6 8 ( 明１）兵庫開港（１月一慶応３年1 2 月）,87,(鯛4)初代港長‘ﾆｼﾞ｡〉､ﾏｰｼｬﾙき護る｜神戸事件発生
1 8 7 3 ( 明６）迩上所を神戸税関に改称（１月）、1 8 7 4 ( 明７）神戸一大阪間鉄道開通

磯雛} 神戸に市制施行( ４月）神戸市の八画' 3 万5 千人日満職争はじまる
1 8 9 9 ( 明 3 2 ) 兵廊運河完成 ( 1 2 月）日本最初のベスト神戸で発生
1 9 0 0 ( 明3 3 ) 苅瀕勘埋立完成（１月）
1 9 0 3 ( 明 3 6 ) 神戸港沖で観艦式（４月）錨山植樹
1 9 0 4 ( 明 3 7 ）日露戦争はじまる
1 9 0 7 ( 明4 0 ) 神戸港鰯１期修築工率藩エ（９月）市軍山植樹
1 9 1 0 ( 明 4 3 ）神戸近気鉄遊ＫＫの市街近収開通
1 9 1 4 ( 大３）館１次世界大戦はじまる
1 9 1 8 ( 大７）米唖鋤おこる
1 9 1 9 ( 大８) 神戸溶錆２期修築工事誌エ（７月）コレラ、天然痘大流行
1 9 2 2 ( 大1 1 ) 神戸港輔１期修築全工率完成（７月）
1 9 2 3 ( 大 1 2 ）関東大謹災
1 9 2 7 ( 和２）恐慌おこる。阪神国道開通
1 9 3 0 ( 昭５）神戸港の貿易額全国首位市営パスが営業を開始（９）
1 9 3 1 ( 昭６）澗州事変はじまる
1 9 3 3 ( 昭８）兵庫突堤完成( 1 1 月）鋪１回みなとの繁挙行

（１１月）
1 9 3 5 ( 昭1 0 ) 中突堤完成（３月）
1 9 3 6 ( 昭皿）２‘２６躯件おこる
1 9 3 7 ( 昭 1 2 ）日華率変はじまる
1 9 3 8 ( 昭 X 3 ）阪神１１ M 大水害
1 9 3 9 ( 昭1 4 ) 神戸港鋪２期修築全エ率完成（５月〉神戸市の人口1 0 0 万人をこえる
1 9 4 1 ( 昭 1 6 ) 姉ユ回海の肥念日挙行（７月）鋪２次世界大戦はじまる
1 9 4 3 ( 昭1 8 ) 神戸税関閉釧
1 9 4 5 ( 昭2 0 ) 空襲により各施殴に被大な被害( ３月・６月）終戦

溌湾施設などほとんど接収
1 9 4 6 ( 昭2 1 ) 神戸税関再開（６月）兵庫突堤韮部接収解除食柵危機激化

（1 1 月）以後順次解除さる
1 9 4 7 ( 昭 2 2 ）鋪１回市基公迦
1 9 4 8 ( 昭2 3 ) 民間貿勘再開許可きる（８月）
1 9 5 0 ( 昭 2 5 ) 港栂法公布施行（５月）神戸博ひらく朝鮮動乱はじまる
測織蝋熟舗瀞難織瀦灘総圭講和条約発効

ひらく（加月) 神戸移住あっせん所再Ｉ期( 1 0 月）
1 9 5 4 ( 昭2 9 ) 東部海山i 埋立工率はじまる（３月）鋪１回海の女王選定
1 9 5 5 ( 昭3 0 ) 外国貿揚風戦前を越す
1 9 5 6 ( 昭 3 1 ) 鋪７突堤サイロ完成（５月）国民体育大会神戸で開雌六甲一帯国

立公園となる
1 9 5 7 ( 昭 3 2 ) 西部海面埋立エ率はじまる（４月）市役所庁舎、花時計完成・

シアトル市と姉妹都市となる
1 9 6 1 ( 昭3 6 ) 餌甲山ベルトコンベヤー連権開始（４月）マルセーユ市と姉妹都市となる
1 9 6 3 ( 昭3 8 ) 神戸ポートタワー完成( 1 1 月）
1 9 6 4 ( 昭3 9 ) 誠幽のベルトコンベヤー、土運船の連権開東京でオリンピック開仙

始（１月）
1 9 6 5 ( 昭 4 0 ) 兵蹴鋪三突拠完成( 1 0 月）台風により西神戸地区高潮被害
1 9 6 6 ( 昭4 1 ) ポートアイランド薪工( ４月）摩耶大撚完成商迷逆略１号線開通

（５月）
1 9 6 7 ( 昭4 2 ) ﾉ 紫耶埠頭埋立完成（３月）開港1 0 0 年祭挙行。六甲トンネル完成

シアトル、ロッテルダム港と姉妹港となる人口1 2 3 万人
（５月）
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東
久
世
通
嬉
（
１
８
３
３
〜
１
９
１
２
）

備
前
藩
兵
が
兵
庫
で
外
国
人
水
兵
を
切
っ
た
と
い
う
い
わ
ゆ
る
「
神
戸
事
件
」
の
際
、
た
ま
た
ま
大
阪
に

い
た
通
櫓
は
外
国
事
務
取
調
掛
、
勅
使
と
し
て
外
国
代
表
と
会
見
、
新
政
府
宣
言
を
読
み
あ
げ
た
、
そ
の
後

兵
庫
に
と
ど
ま
っ
て
兵
庫
裁
判
所
、
県
庁
の
前
身
で
そ
の
初
代
総
督
に
任
命
さ
れ
た
。
兵
庫
県
政
の
基
礎
を

築
く
の
だ
と
い
う
自
負
は
伊
藤
博
文
や
北
風
正
造
の
助
言
を
受
な
が
ら
フ
ァ
イ
ト
を
燃
え
あ
が
ら
せ
た
。

パイオニア神戸

鐙

☆どうして神戸が開港したのか

勝
海
舟
（
１
８
２
４
１
１
８
９
９
）

海
軍
生
を
養
成
し
て
、
摂
津
の
海
の
固
め
が
必
要
で
あ
る
と
、
神
戸
に
海
軍
操
練
所
設
立
を
将
軍
家

茂
に
訴
え
、
成
功
し
た
。
同
時
に
勝
塾
を
い
ま
の
生
田
署
西
付
近
に
開
い
て
、
生
田
の
界
わ
い
は
勝
に

教
え
を
乞
う
も
の
で
満
ち
た
。
長
州
の
桂
小
五
郎
と
朝
鮮
問
題
を
論
じ
て
意
気
投
合
す
る
。

綱
屋
吉
兵
衛
（
１
７
８
５
〜
１
８
６
９
）

吉
兵
衛
が
十
一
才
の
こ
ろ
、
現
在
の
元
町
四
丁
目
付
近
で
、
そ
の
こ
ろ
ニ
ッ
茶
屋
村
と
呼
ば
れ
て
い

た
海
岸
で
毎
夜
潮
の
干
満
を
は
か
り
は
じ
め
た
。
そ
れ
は
当
時
関
西
で
も
有
数
の
船
着
場
で
、
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
船
が
出
入
り
し
て
い
た
が
船
底
修
理
の
設
備
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
や
が
て
吉
兵
衛
の

ド
ッ
ク
造
り
の
夢
は
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
。

ペ
リ
ー
の
黒
船
艦
隊
が
泰
平
の

夢
を
破
っ
た
の
は
一
八
五
三
年
。

そ
し
て
開
国
、
嬢
夷
両
派
が
国
論

を
二
分
し
て
騒
然
と
し
た
な
か
に
、

兵
庫
開
港
は
き
め
ら
れ
た
。

Ｉ
慶
応
三
年
も
お
し
つ
ま
っ
た
十

二
月
七
日
（
太
陽
暦
換
算
一
八
六

八
年
一
月
一
目
）
ｌ
神
戸
沖
に

は
旗
艦
ロ
ド
ネ
イ
号
は
じ
め
十
二

隻
の
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
ハ
ー
フ
オ
ー

ト
号
な
ど
六
隻
の
ア
メ
リ
カ
艦
隊

が
集
結
し
て
い
た
。
朝
日
が
泉
南

の
山
々
を
染
め
る
こ
ろ
、
各
艦
の

メ
ー
ン
・
マ
ス
ト
に
国
旗
が
す
る

す
る
と
上
が
り
、
港
に
は
い
つ
に

な
い
活
気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
た
。

正
午
、
英
米
艦
隊
が
放
つ
二
十

一
発
の
祝
砲
が
六
甲
の
山
脈
に
こ

だ
ま
し
、
兵
庫
奉
行
柴
田
日
向
守

剛
中
が
、
神
戸
村
の
東
部
海
岸
（
い

ま
の
生
田
区
加
納
町
六
丁
目
の
海

岸
）
に
で
き
た
〃
ビ
ー
ド
ロ
の
家
″

と
呼
ば
れ
る
運
上
所
（
税
関
）
に

各
国
大
使
を
招
い
て
、
お
ご
そ
か

な
式
典
が
始
ま
っ
た
。
日
本
の
一

小
港
か
ら
外
国
へ
の
門
を
ひ
ら
く

開
港
式
。
こ
う
し
て
神
戸
は
近
代

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

英
国
艦
隊
の
シ
ル
ビ
ア
号
艦
長

Ｆ
・
パ
ー
マ
ン
海
軍
中
尉
は
こ
の

こ
ろ
『
絵
入
り
ロ
ン
ド
ン
新
聞
」

に
送
る
た
め
せ
っ
せ
と
メ
モ
を
と

っ
て
い
た
。

『
港
の
北
西
に
あ
る
兵
庫
は
貿
易

を
す
る
の
に
ぴ
っ
た
り
の
港
と
し

て
選
ば
れ
た
。
隣
り
合
う
兵
庫
、

神
戸
の
両
港
は
小
、
中
型
船
の
す

ば
ら
し
い
停
泊
地
で
、
同
時
に
世

界
最
大
級
の
艦
隊
で
さ
え
も
安
全

に
停
泊
で
き
る
泊
地
を
も
っ
て
い

る
」
と
。
弓
絵
入
り
ロ
ン
ド
ン
新
聞

三
月
二
十
八
日
付
け
」
京
大
図
書

篭
所
蔵
）
Ｉ

〈
神
戸
開
港
百
年
・
読
売
新
聞
神

戸
支
局
編
よ
り
〉

北
風
正
造
（
１
８
３
４
〜
１
８
９
５
）

「
身
命
、
資
財
み
な
尊
皇
の
御
預
り
も
の
」
ｉ
が
正
造
の
人
生
訓
で
倒
幕
運
動
に
心
を
燃
や
し
て
い
た

正
造
は
私
財
を
投
げ
う
っ
て
勤
皇
派
の
軍
資
金
と
し
た
。
湊
川
神
社
の
建
立
、
神
戸
初
の
響
鼻
超
学
校
「
明

親
館
」
の
設
立
な
ど
公
共
事
業
に
も
尽
力
し
た
。
現
在
の
明
親
小
学
校
は
明
親
館
の
名
残
り
で
あ
る
。

弱
冠
二
十
七
オ

ョ
ウ
ネ
ク
タ
イ
に

県
政
の
一
方
、
ミ

鵜
森
本
六
兵
衛
（
１
８
３
９
〜
１
９
１
２
）

開
港
す
る
と
、
輸
出
入
貨
物
は
急
激
に
増
し
、
そ
れ
ま
で
、
野
ざ
ら
し
の
貨
物
は
破
損
や
盗
難
が
相

次
い
だ
。
六
兵
衛
は
貨
物
の
保
管
施
設
の
必
要
を
感
じ
、
当
時
私
有
地
で
あ
っ
た
小
野
浜
に
倉
庫
を
建

て
て
、
貸
倉
業
を
開
い
た
。
明
治
躯
年
末
、
神
戸
港
の
倉
庫
の
う
ち
二
分
の
一
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

加
納
宗
七
（
１
８
２
７
〜
１
８
８
７
）

勤
王
の
志
士
た
ち
と
交
友
の
あ
っ
た
宗
七
は
慶
応
か
ら
明
治
へ
年
号
が
改
め
ら
れ
た
こ
ろ
神
戸
で
材

木
商
を
は
じ
め
た
。
や
が
て
回
船
業
に
も
成
功
し
、
当
時
ハ
ン
ラ
ン
が
続
い
た
生
田
川
の
改
修
工
事
を

請
負
っ
て
新
生
田
川
の
か
け
替
え
工
事
で
名
を
残
し
た
。
ま
た
小
野
浜
に
避
難
港
を
つ
く
っ
て
港
湾
に

も
尽
力
し
た
。

ジ
ョ
ン
。
マ
ー
シ
ャ
ル
（
１
８
３
３
〜
１
８
８
７
）

明
治
四
年
に
英
国
人
マ
ー
シ
ャ
ル
は
横
浜
か
ら
「
港
長
」
と
し
て
兵
庫
県
に
呼
ば
れ
た
。
当
時
の
神

戸
港
は
天
然
の
良
港
と
は
い
え
、
設
備
ら
し
き
も
の
は
皆
無
で
、
ま
ず
気
圧
、
気
温
、
風
向
、
風
力
、

天
候
を
観
測
し
、
潮
汐
干
満
の
調
査
を
は
じ
め
た
。
築
港
計
画
建
議
を
県
令
に
出
し
た
り
し
て
防
波
堤

の
完
備
も
説
い
た
。

ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ス
。
マ
ー
ル
マ
ン
（
１
８
３
８
〜
１
９
３
０
）

マ
ー
シ
ャ
ル
の
あ
と
を
う
け
て
二
代
目
神
戸
港
長
と
な
り
、
神
戸
港
の
基
礎
固
め
に
従
事
し
た
。
港

則
法
、
海
事
法
、
船
舶
検
査
法
等
の
制
定
に
尽
し
、
瀬
戸
内
の
航
海
術
・
海
洋
気
象
に
関
す
る
日
本
人

の
指
導
に
あ
た
っ
た
・
神
戸
港
の
育
て
の
親
で
あ
り
、
神
戸
に
最
も
ゆ
か
り
の
深
い
外
国
人
で
あ
っ
た
。

脇

伊
藤
博
文
（
１
８
４
１
〜
１
９
０
９
）

弱
冠
二
十
七
才
で
兵
庫
県
で
は
じ
め
て
の
知
事
と
し
て
、
ハ
イ
カ
ラ
青
年
そ
の
ま
ま
に
散
髪
し
て
チ

ョ
ウ
ネ
ク
タ
イ
に
洋
服
を
着
込
ん
で
登
庁
し
た
。
洋
行
帰
り
の
「
坊
主
奉
行
」
と
異
名
を
と
っ
た
が
、

県
政
の
一
方
、
ミ
ナ
ト
神
戸
の
地
の
利
を
活
用
し
て
外
国
貿
易
の
振
興
に
も
熱
を
入
れ
た
。

先
代
神
田
兵
右
衛
門
（
１
８
４
１
〜
１
９
２
２
）

兵
庫
区
の
旧
家
で
木
材
、
米
な
ど
の
問
屋
に
養
子
に
き
た
兵
右
衛
門
は
そ
の
地
位
か
ら
あ
ら
ゆ
る
事

業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
兵
庫
港
新
川
運
河
の
建
設
に
は
特
に
力
を
入
れ
自
ら
調
査
に
加
わ

っ
た
。
兵
庫
商
人
の
才
覚
が
こ
と
ご
と
く
成
功
し
夜
明
け
の
時
代
に
ひ
と
つ
の
生
き
方
を
示
し
た
。

Ｆ峰一望風-つ･１

４蕊
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属堅忍

インダストリアル神戸，
☆港は産業を育てる

l タョ

●空から眺めた開けゆく神戸港

神
戸
は
港
都
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
港
と
と
も
に
開
け
、
港
と
と

も
に
歩
ん
で
き
た
。

神
戸
の
産
業
も
、
港
と
の
結
び

つ
き
を
離
れ
て
は
考
え
ら
れ
な
い

が
、
こ
と
に
港
都
と
し
て
の
恵
ま

れ
た
立
地
条
件
を
生
か
し
て
、
急

速
に
発
展
し
た
産
業
の
構
造
は
、

か
な
り
特
色
の
あ
る
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

例
え
ば
工
業
に
つ
い
て
い
え
ば
、

神
戸
港
に
隣
接
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
え
ら
れ
る
立
地
上
の
優
位
性
に

着
目
し
て
、
造
船
所
が
建
設
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
派
生
し
た
車
両
、
電
機
、

航
空
気
、
さ
ら
に
そ
の
材
料
供
給

の
た
め
生
れ
た
鉄
鉱
等
の
大
工
場

と
、
そ
の
下
請
中
小
企
業
群
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
重
工
業
が
、
今

日
に
お
い
て
も
神
戸
の
工
業
の
中

核
で
あ
る
。
そ
の
他
、
精
糖
、
製

粉
、
ゴ
ム
、
マ
ッ
チ
等
、
そ
の
い

ず
れ
も
が
原
料
。
製
品
の
輸
移
出

入
の
便
に
よ
り
神
戸
に
発
展
し
た

も
の
で
あ
る
。

ま
た
商
業
に
お
い
て
は
、
伝
統

的
大
商
業
都
市
大
阪
に
近
接
す
る

こ
と
か
ら
大
き
な
制
約
を
受
け
、

卸
売
業
は
必
ず
し
も
十
分
な
形
成

は
み
ら
れ
な
い
が
、
港
と
密
着
し

て
多
く
の
貿
易
商
社
が
発
展
し
、

小
売
業
に
お
い
て
も
、
洗
練
さ
れ

た
雰
囲
気
で
知
ら
れ
る
多
数
の
商

店
街
や
百
貨
店
等
が
活
発
な
活
動

を
続
け
て
お
り
、
注
目
を
集
め
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
、
海
運
業
、
倉

庫
業
、
港
湾
運
送
業
な
ど
の
運
輸

通
信
業
が
、
港
と
結
び
つ
い
て
確

固
た
る
地
位
を
占
め
て
い
る
。
〈
神

戸
市
経
済
局
商
工
課
編
「
神
戸
の

経
済
』
よ
り
〉

屯

厚
』

捗〆

Ｉ
▲～が
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●上は淡路国際空港の予想図

●下は背易センター完成予想図

' グロリアス神戸

■区型

☆港は繁栄をもたらす

嘩画：
2 1 鯉鍾

神
戸
市
の
総
合
基
本
計
画
（
マ

ス
タ
ー
・
プ
ラ
ン
）
の
原
案
は
、

「
神
戸
市
民
が
〃
緑
と
太
陽
と
空

気
と
土
地
と
水
“
に
ふ
ん
だ
ん
に

め
ぐ
ま
れ
て
、
人
間
ら
し
い
生
き

方
の
で
き
る
都
市
に
し
よ
う
と
い

う
考
え
方
に
た
っ
て
三
十
年
先
を

見
越
し
て
た
て
ら
れ
た
プ
ラ
ン
で

あ
る
。
他
面
こ
の
プ
ラ
ン
の
中
に

は
、
日
本
の
代
表
的
港
湾
都
市
、

西
日
本
の
中
核
都
市
と
し
て
の
役

割
を
十
分
に
果
す
こ
と
の
で
き
る

都
市
に
す
る
た
め
の
プ
ラ
ン
も
盛

ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
三
十
年

後
を
め
ざ
す
と
こ
ろ
な
ど
、
い
か

に
も
神
戸
ら
し
い
。

三
十
年
先
と
い
わ
ず
、
近
い
う

ち
に
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
の
は
、

明
石
海
峡
の
架
橋
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
は
原
口
現
市
長
の
悲
願
で
、
世

の
人
は
こ
れ
を
『
夢
の
か
け
橋
』

と
い
う
。

新
し
い
も
の
を
好
み
、
そ
の
鑑

定
人
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
も
つ

神
戸
で
あ
る
．
Ｉ
詞
夢
の
か
け

橋
』
づ
く
り
は
、
た
し
か
に
神
戸

が
手
が
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
事

で
は
な
い
か
。
ま
た
日
本
じ
ゅ
う

で
、
そ
の
よ
う
な
長
い
橋
を
か
け

て
最
も
似
合
う
の
は
、
神
戸
の
町

で
あ
ろ
う
。
「
こ
の
ほ
う
が
早
い
で

．
：
」
と
得
意
げ
に
海
を
ひ
と
ま
た

ぎ
し
た
橋
の
す
が
た
は
、
神
戸
の

も
つ
、
や
や
お
っ
ち
ょ
こ
ち
ょ
い

で
あ
け
つ
ぴ
ろ
げ
の
性
格
と
合
理

性
も
そ
っ
く
り
か
た
ち
に
あ
ら
わ

し
た
も
の
に
な
る
は
ず
だ
。

何
年
先
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い

が
、
夢
の
か
け
橋
は
、
き
っ
と
神

戸
の
新
し
い
象
徴
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
〈
陳
舜
臣
「
神
戸
と
い
う
ま
ち
」

よ
り
。
〉

灘騨騨

マ

Ｉ
”

》
．
》
害
‘

序一一一一尋 . = 自一

【
「

幸
一
一

胃
…
屋

誕潟顎E 2 i
司亨､等位．戸

』
窟建竺雪込

司令周 童

「
》
》

イラン｝

●下は

■
．
Ｉ
。
．
凸
８
Ｆ
．
●
０
８
凸
Ｇ
ｊ
Ｌ
険
Ｋ
Ｉ
ｆ
ｎ
い
り
９
Ｌ
■
ｒ
１
凸
時
‐
Ｉ
Ｌ
』
伊
ｔ
ｈ
』

〆
撰

喝Ｉ

一
一

一

金戸

●上はボーｌアイランドの予想図

●明石架橋の工事予想図

た
ぷ

１－‐一・.

‘幽膨
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た
。
新
し
い
も
の
、
か
わ
っ
た
も

Ｉ
日
本
で
サ
ナ
ト
リ
ュ
ー
ム
が
で

本
酒
の
元
祖
で
あ
る
。

地
で
あ
る
。
グ
ル
ー
ム
に
よ
っ
て

き
た
の
も
、
映
画
興
行
が
お
こ
な

設
さ
れ
た
。
日
本
最
初
の
水
族
館

も
、
日
本
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
肉

わ
れ
た
の
も
、
神
戸
が
最
初
の
土

す
ぐ
に
と
り
入
れ
る
用
意
が
あ
っ

鑑
識
眼
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
な

な
ら
ず
し
も
よ
い
も
の
ば
か
り
で

須
磨
の
水
族
館
は
新
し
い
が
、
そ

す
ぐ
に
実
施
に
試
す
こ
と
も
で
き

気
に
し
な
い
で
す
む
。
大
胆
に
新

伝
統
と
し
て
、
神
戸
の
町
に
吸
い

門
を
く
ぐ
っ
た
。
が
、
い
つ
の
ま

入
ビ
ー
ル
の
空
ピ
ン
に
日
．
本
酒
を

た
。
神
戸
で
酒
樽
の
か
わ
り
に
輸

の
性
格
が
あ
る
。
そ
の
例
と
し
て

し
い
も
の
を
と
り
い
れ
る
こ
と
が

と
ら
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
（

ら
な
い
。
こ
の
気
風
は
、
新
し
い

た
だ
け
に
、
鋭
く
見
抜
か
ね
ば
な

の
前
身
は
遠
く
明
治
三
十
年
に
創

は
じ
め
ら
れ
た
六
甲
の
ゴ
ル
フ
場

は
、
当
然
港
町
が
開
化
の
門
と
な

は
な
か
つ
た
。
開
国
初
期
の
う
ち

で
あ
る
。
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
も
、
マ

よ
り
､ ノ

で
き
た
し
、
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
を

か
た
く
る
し
い
、
ふ
る
い
つ
き
合

る
。
ゴ
ル
フ
も
ペ
ス
ト
も
、
こ
の

ツ
チ
製
造
も
神
戸
か
ら
は
じ
ま
つ

に
が
よ
く
て
な
に
が
わ
る
い
か
、

に
か
、
開
化
の
門
の
住
人
た
ち
は
、

の
性
格
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

の
を
愛
好
す
る
の
は
、
神
戸
市
民

つ
め
て
売
っ
た
の
が
、
ピ
ン
詰
日

い
は
な
い
か
ら
他
人
の
思
惑
な
ど

『
日
本
最
初
」
と
い
う
の
は
、
か

〈
陳
舜
臣
著
「
神
戸
と
い
う
ま
ち
」

国
際
港
神
戸
に
は
、
神
戸
特
有

新
し
い
町
で
は
、
お
た
が
い
に

…
Ｉ

一義
弓
皇
鞭
噸
園
鱈
鯵
腰
塞

；

卯

ｒ，

●外人観光

た
。
神
戸
で
酒
樽
の
か
わ
り
に
輸

入
ビ
ー
ル
の
空
ピ
ン
に
日
本
酒
を

つ
め
て
売
っ
た
の
が
、
ピ
ン
詰
日

本
酒
の
元
祖
で
あ
る
。

『
日
本
最
初
」
と
い
う
の
は
、
か

な
ら
ず
し
も
よ
い
も
の
ば
か
り
で

は
な
か
っ
た
。
開
国
初
期
の
う
ち

は
、
当
然
港
町
が
開
化
の
門
と
な

る
。
ゴ
ル
フ
も
ペ
ス
ト
も
、
こ
の

門
を
く
ぐ
っ
た
。
が
、
い
つ
の
ま

に
か
、
開
化
の
門
の
住
人
た
ち
は
、

鑑
識
眼
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
な

に
が
よ
く
て
な
に
が
わ
る
い
か
、

す
ぐ
に
と
り
入
れ
る
用
意
が
あ
っ

た
だ
け
に
、
鋭
く
見
抜
か
ね
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
気
風
は
、
新
し
い

伝
統
と
し
て
、
神
戸
の
町
に
吸
い

と
ら
れ
て
現
在
に
い
た
っ
て
い
る

新
し
い
町
で
は
、
お
た
が
い
に

か
た
く
る
し
い
、
ふ
る
い
つ
き
合

い
は
な
い
か
ら
他
人
の
思
惑
な
ど

気
に
し
な
い
で
す
む
。
大
胆
に
新

し
い
も
の
を
と
り
い
れ
る
こ
と
が

で
き
た
し
、
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
を

す
ぐ
に
実
施
に
試
す
こ
と
も
で
き

た
。
新
し
い
も
の
、
か
わ
っ
た
も

の
を
愛
好
す
る
の
は
、
神
戸
市
民

の
性
格
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ｌ

〈
陳
舜
臣
著
「
神
戸
と
い
う
ま
ち
」

よ
り
〉

| インターナショナル神戸｜
☆港から情報が来る

■

難

J雲鍵識議塞圭J＝
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豊
一

モダーンライフ神戸

電融

☆明るい街づくりは港づくりとともに

ｌ
原
口
神
戸
市
長
が
、
全
国
で
は

は
じ
め
て
と
い
う
市
街
地
改
造
蕊

業
に
着
手
し
た
と
き
、
市
民
に
こ

う
い
う
新
し
い
所
有
形
態
を
理
解

し
、
な
じ
ん
で
も
ら
う
ま
で
に
ず

い
ぶ
ん
苦
労
し
た
と
い
う
。

『
自
分
の
努
力
で
自
分
の
り
っ
ぱ

な
か
ら
だ
を
つ
く
る
』
い
つ
ま
で

も
若
く
健
康
で
あ
る
た
め
に
は
、

そ
う
い
う
自
ら
鍛
え
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
。
街
づ
く
り
に
し
て
も

同
様
で
あ
る
。
街
を
太
陽
と
緑
と

空
間
と
を
豊
か
に
持
っ
た
近
代
的

な
姿
に
す
る
に
は
、
長
年
住
み
な

れ
た
街
へ
の
思
い
出
や
愛
蒲
、
複

雑
な
権
利
関
係
の
入
り
組
み
に
執

蒲
し
た
り
ひ
る
む
こ
と
な
く
、
街

の
改
造
を
実
行
す
る
勇
気
と
決
断

と
が
い
る
．
市
長
は
こ
う
訴
え
脱

得
し
た
。

市
民
に
よ
る
、
市
民
の
た
め
の
、

市
民
の
都
市
計
画
、
都
市
再
開
発

が
い
ま
強
く
叫
ば
れ
て
い
る
。
都

市
は
人
間
文
化
の
遺
産
で
あ
り
、

人
は
都
市
以
外
に
は
住
め
な
い
。

〈
原
ロ
忠
次
郎
箸
「
技
術
屋
の
夢
』

よ
り
〉神

一
戸
の
街
は
港
か
ら
は
じ
ま
り
、

山
に
近
い
住
宅
地
へ
と
続
く
。
こ

の
間
を
結
ぶ
三
十
年
後
の
都
市
計

画
、
『
総
合
基
本
計
画
」
が
〃
マ
ス

タ
Ｉ
プ
ラ
ン
″
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
神
戸
の
都
市
計
画
は
港

を
切
り
離
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い

い
い
か
え
れ
ば
港
づ
く
り
に
神
戸

の
将
来
が
か
か
っ
て
い
る
。

幸
せ
な
市
民
生
活
の
明
る
い
街

づ
く
り
は
、
港
づ
く
り
と
と
も
に

市
民
自
身
の
勇
気
と
努
力
に
よ
っ

て
す
す
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
。

＝

’

第･ 4唾区Ｉ
‐須磨都心軸

●写真左よりﾉ 寧耶山より神戸港を望む
●三宮市街地改造予想図
●白川区画整理計画模型
●大橋市街地改造地区く神戸新聞提供〉
●写真下は神戸市の未来図

明石架橋
噸声三富都心軸六甲副瀞心翰湊川新開地都市軸．‐
。ポートアイランド’．
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西神戸副都心軸
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ロッテルダム、シアトル両港との
姉妹提携によせて

車
阜
二
頓
『
函
昏
昏
一
画
雪
一
中
『
一
『
壷
、
函
一
②
｛
車
『
や
ロ
『
一

因
、
陣
陣
①
円
昌
色
﹈
目
一
心
碗
⑦
包
伸
畠
①
心
房
一
一
一
一
一
一
⑯

☆
特
集
☆
神
戸
開
港
百
年
祭
三
姉
妹
港
提
携
メ
ッ
セ
ー
ジ

神
戸
っ
子
に
贈
る

神
戸
市
長
原
口
忠
次

慶応三年、神戸が開港していらい、ここに1 0 0 年、世
界有数の港として、その名を高めえたことは、まことに
喜ばしいかぎりです。
開港百年を迎えて５月1 5 日には祝賀式典を開き、その前
後には、カーニバルをはじめ、' 懐古行列など多くの催し
ものがくりひろげられます。
またシアトル、ロッテルダム両港との姉妹提携式もおこ
なわれ、市民の祭として盛り上るものと思います。
港と港の提携は全国でもはじめてのもので、姉妹港の
ねらいはますます活発化、複雑化、近代化されていく港
湾業務を総合的につかんでいこうというものです。
そのために「港湾‘情報センター」をもうけ、港湾の現状
輸出入貨物の動き、新施設計画のほか、世界各国の港の
動きなども知らせあうことになっています。
神戸市は、みなとを離れて考えることはできない都市
です。内外の有力港といろんな面で協力しながら、神戸
市の成長発展に全力を注ぎたく思っております。

7９
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Ｄｒ．Ｆ・P o s t h u m aF r o l n P o r t o f R o t t e r d 円ｍ

ＴｈｅＣｉｔｙａｎｄｔｈｅＰｏｒｔｏｆＲｏｔｔｅｒｄａｍａredelightedwiththeprospectofentertainingcloserelationshipwitｈ
ｔｈｅＣｉｔｙａｎｄＰｏｒｔｏｆＫｏｂｅ・TheRotterdammersgreettheentireｐｏｐｕｌａｔｉｏｎｏｆｉｔｇｓｉｓｔｅｒｃｉｔｙａｎｄｃｏngratulate
themwiththeanniversaｒｙｏｆｔｈｅｉｒｇｒｅａｔｐｏｒｔ．
ＩnRotterdamwebelievethatintemationaltradeandcommercecaneffectivelycontributetowardsinternational

p e a c e a n d i n t e r d e p e n d e n c e c uｌｍｉｎａｔｉｎｇｉｎａｂｅｔｔｅｒｗｏｒｌｄｔｏｌｉｖｅｉｎｆｏｒａｌｌ・ＴｏｔｈｉｓｅｎｄＲｏｔｔｅｒｄａｍｈａｓｗｏｒｋｅｄ
ｈａｒｄｏｖｅｒｔｈｅｙｅａｒｓ，Rotter d a m i s u n i q u e l y l o c a t e d a t t hｅｅｓｔｕａｒｙｏｆｔｗｏｇｒｅａｔＥｕｒｏpeanri v e r s，ｔｈｅＲｈｉｎｅａｎｄ
ｔｈｅＭｅｕｓｅ・ＴｈｉｓｔｈｉｒｔｙｍｉｌｅｗｉｄｅｅｓｔｕａｒｙｈａｓａｌreadybeencalledtheGoldenDeltabｅｃａｕｓｅｏｆｉｔｓｔｒｅｍｅｎｄｏｕｓ
ｇｒｏｗｔｈｐｏｔentiaL
R o t t e r d a m s i t s i n t h e c e n t e rｏｆａｃｉｒｃｌｅｏｆ３００ｍｉｌｅｓｉｎｗｈｉｃｈｌ６０ｍill i o n p e o p l e a r e l i v i n g、Ｓｕｃｈａｃｏｍｐａｃｔ

ｍａｒｋｅｔｉｓｆｏｕｎｄｎｏｗｈｅｒｅｅｌｓｅｉｎｔｈｅｗｏｒｌｄ、ＦｒｏｍRotterdameasytransportationispossiblebywater，rail，ｒｏａｄ
and p i p e l i n e - t o c o u n t r i e s o n t h e E u r o p e a n c o n t i n e n t a n d G r e a t B r i t a iｎ．Ro t t e r d a m i s e v e n b e i n g u s e d a s a
d i s t r i b u t i o n c e n t e r f o r c o u n t r i e s o n o t h e r c o n t i n e n t s、
Ｒｏｔｔｅｒｄａｍｉｓｎｏｗｔｈｅｂｕｓｉｅｓｔｐｏｒｔｉｎtheworld，theEuropeancontment,slargestgeneralcargoport，Ｅｕｒｏｐｅs

mostimportantoilrefining》petro-chemicalandchemicalcenter、ＴｈｅｅｎｔｒａｎｃｅｔｏＥｕｒｏｐｏｏｒｔｉｓｂｅｉｎｇｒeadied
fortankersof225,Ｏ００ｔｏｎｓｄｗｔ、Theirarrivalwillresultinfurtherdevelopmentofexistingindustriｅｓａｎｄｗｉｌｌ
ａｌｓｏａｔｔｒａｃｔｎｅｗｏｎｅｓｔｈｅrebyaddingtoRotterdam'spredominantroleininternationaltradeandtraffic･Ｏｃｅａｎｓ
ｄｉｖｉｄｅｕｓｂｕｔｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄｔｈｅｙａｌｓｏｕｎｉｔｅｕｓ・Ｍａｙｏｕｒｎｅｗｂｏｎｄｓｏｆｆｒｉｅｎｄｓｈｉｐｂｅｅｆｆｅｃｔｉｖｅｉｎｂｒｉｎｇｉｎｇ
ｕｓｅｖｅｒｃｌｏｓｅｒｔogether・

Ｄｒ．Ｆ・Ｐｏｓｔｈｕｍａ，G e n e r a l D i r e c t o r
PortofRotterdam-Europoort・

ロッテルダム市とロッテルダム港は、神戸市と神戸港との親交を受け入れることを喜んでいます。ロッテルダムの人たちは、姉妹都市の皆様にあいさつを送りそ
の大きな港の記念祭をお祝します。ロッテルダムの人たちは、すべての人にとって、よりよい世界に達しながら、国際貿易と商業が、世界平和と相互依存に効果的
に貢献すると信じています。この目的に向って、ロッテルダムは、長年、懸命な努力をしてきました。ロッテルダムは、二つの大きなヨーロッパの川、ライン川と
マース川の河口に、特異に位置しています。この3 0 マイルの広い河口は、大きな発展の可能性をもっているので、今までにも、' ゴールデン・デルタ〃と呼ばれて
きました。
ロッテルダムは、１億６千万の人が住んでいる3 0 0 マイルの円の中心にあります。そんなにまとまった市場は、他には世界のどこにもありません。ロッテルダムか

ら、ヨーロッパ大陸の国々やイギリスまで、便利な輸送は水路・鉄道・道路・パイプによって可能です。ロッテルダムは、他の大陸の国為にとっては、分配センタ
ーとしても使われています。
ロッテルダムは、現在、世界で一番にぎやかな港で、ヨーロッパ大陸最大の一般積荷港、ヨーロッパの最重要石油精製、石油化学、化学センターです。ユーロポ

ートへの入口が、2 2 5 , 0 0 0 トン（d w t ）のタンカー用に、現在つくられています。それらができ上がると、現在の産業を一層発展させることでしょう。そしてまた、
それによって、国際貿易と交通の面でのロッテルダムの重要な役割に加えて、何か新しいものをひきつけることでしょう。大洋は、私たちを分離しますが、その一
方では、また私たちを結びつけます。この新しい友情の紳が、私たちをいっそう親密にすることに効果的でありますように. ／

Ｄｒ．Ｆ・P o s t h u m a ロヅテルダム＝ユーロポート港湾管理長
（紙面の都合により一部削除しております）

8０
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ＧｏｒｄｏｎＳ･ ＣｌｉｎｔｏｎＭｅｒｌｅＤ・A d l u m

１
Ｊ

YourRoyalHighness，Ｄｒ，Haraguchi，distinguished
guess，ｌａｄｉｅｓａｎｄｇｅｎｔｌｅｍｅｎ－
ＭｙｐｌｅａｓｕｒｅｉｎｂｅｉｎｇａｇｕｅｓｔｉｎｔｈｅｂｅａｕｔｉｆｕｌＣｉｔｙ

ｏｆＫｏｂｅｉｓｅｑｕａｌｅｄｏｎｌｙｂｙｔｈｅｐｒｉｄｅlf e e l i n h a v i n g
thehonorofparticipatingintoday，smomentousevent，
ＷｉｔｈｎｏｏｔｈｅｒｃｉｔｙｉｎｔｈｅｗｏｒｌｄｄｏｅｓＳea t t l e h a v e

suchclosetiesasｗｉｔｈｔｈｅＣｉｔｙ－ａｎｄｔｈｅｃｉｔｉｚｅｎｓ－ｏｆ
Ｋｏｂｅ、
Today'ｓceremony，ａｎｄｉｔｓｃｏｎｃｌｕｓｉｏｎｉｎＳｅａｔｔｌｅｔｈｒｅｅ

ｍｏｎｔｈｓｈｅｎｃｅ，ｃａｎｏｎｌｙｓｔｒｅｎｇｔｈｅｎｔｈｅｓｅｔｉｅｓａｎｄａｓｓｕｒｅ
ａｇｒｏｗｉｎｇａｗａｒｅｎｅｓｓｏｆｏｕｒｍｕｔualunderstandingand
friendship・
ＴｈｅｃｉｔｉｚｅｎｒｙａｎｄｔｈｅｍａｒｉｔｉｍｅｉｎｄｕstryofSeattle

j o i n m e i n e x p ressinｇｏｕｒｓｉｎｃｅｒｅｐrideintheKobe‐
S e a t t l e S i s t e r P o r t r e l a t i O n s h i p aｎｄｗｅｅｘｔｅｎｄｏｕｒ
ｐｒｏｍｉｓｅｔｏｄｏａｌｌｗｉｔｈｉｎｏｕｒｐｏｗｅｒｔｏａｓｓｕｒｅｉｔｓｃｏｎ‐
ｔｉｎｕｉｎｇｂｅｎｅｆｉｔｓｔｏｏｕｒｔｗｏｇｒｅａｔｓｅaports、

ＣＡＰＴＡＩＮＭＥＲＬＥＤ・ＡＤＬＵＭ，P r e s i d e n t
P o r t o f S e a t t l e C o m m i s s i ｏｎ

神戸という美しい町に、招かれた私の喜びは、今日の重大な事件に参加して
いるという名誉を得て感じる誇りとも言うべきでしょう。
シアトルは、他のどの都市とも、神戸市や神戸市民ほどには、それほど親密

な関係を結んではいません。
今日の祭典と、その３カ月後のシアトルでの締結は、この結びつきを、いっ

そう強め、それと同時に、私たちの相互理解と友情を認識させ、ますます確か
なものとするでしょう。
シアトルの市民と海上産業を代表して、私は、神戸一シアトル姉妹港提携に、

私たちの心からの誇りを表わすために参加します。そして、私たちは、この二
大海港都市にとって、絶え間ない利益を確実なものとするために、私たちの力
の範囲内でできるあらゆることをするように、約束を広げていきたいと思って
おります。

シアトル港湾委員長ＭｅｒｌｅＤ・A d l u m

識
幹

8１

F r o m P o r t o f S e a t t l e

ＡｓｔｈｅＣｏ－ＣｈａｉｒｍａｎｏｆｔｈｅＫｏｂｅ‐SeattleportAffilia‐
tionCommittee，Ｉｔａｋｅｄｉｓｔｉｎｃｔｐｌｅａｓｕｒｅｉｎｂｅｉｎｇｈｅre
inK o b e o n c e a g a i n、
Theconceptofasister-cityprograｍｗａｓｎｕｒｔｕｒｅｄ，

fost e r e d a n d i m p l e m e n t e d b e t w e e n SｅａｔｔｌｅａｎｄＫｏｂｅ
ｂａｃｋｉｎｌ９５７ｂｙｙｏｕｒＭay o r D r ･ H a r a g u c h i a n d M a y o r
G o r d o n S ，C l i n t o n o f S e a t t l e ・
Ｓｕｃｈｐｒｏｇｒａｍｈａｓｂｅｃｏｍｅａｎｅｘａｍｐｌｅｏｆｗｈａｔｔｗｏ

ｇｒｅａｔｃｉｔｉｅｓｃａｎｄｏｉｎｆｕｒｔheringamicablerelations
betweenthecitizens，Ｔｈａｔｅｍｐｈａｓｉｓｔｏｔｈｉｓｐｏｉｎｔｈａｓ
ｂｅｅｎoncultural，educationalandsociallives；ａｎｄｈａｓ
ｂｅｅｎｍｏｓｔｓｕｃｃｅｓｓｆｕｌｏｎｂｏｔｈsidesofthePacific，hav‐
ingbeenrecognizedtheworldoveｒｆｏｒｉｔｓｓｕｃｃｅｓｓ．
Ｎowinthisnewlyestablishedprogram，ｓｔａｒｔｅｄｈｅｒｅ
ｉｎＫｏｂｅｏｎＭａｙｌ５，１９６７ａｎｄｂｒｏｕｇｈｔｔｏｆｉｎａｌｆｒｕｉｔｉｏｎ
ｉｎＳｅａｔｔｌｅｉｎＡｕｇｕｓｔ，1967．
Weappreciatethisprivilegeofjoininghandswith

thegreatPortofKobｅａｎｄｌｏｏｋｆｏｒｗａｒｄｔｏｃｏｍｐｌｅｔｉｎｇ
ｔｈｉsprograminAugustinSeattle・

ＧＯＲＤＯＮＳ、ＣＬＩＮＴO N C O - C h a i r m a n
S e a t t l e - K o b e A f f i l i a t i o n C o m m i t t e e

神戸一シアトル港提携委員会の共同議長として、私は再び、ここ神戸に来て
いるということに、非常な喜びを感じています。
姉妹都市計画の考えは、シアトルと神戸との間で、1 9 5 7 年に、原口市長とシ
アトルのＧ、Ｓ・C l i n t o n 市長によって、育てられ、奨励され、完成されたの
です。
そのような計画は、二つの大都市が、両市民間の親交をより深めるのに、何
をなし得るかという実例となりました。この時点までは、文化的、教育的、社
会生活の面についての強調でしたが、太平洋の両岸において、最も成功し、そ
の成功によって、世界中に認められてきたのです｡ さて、この新らたに確立さ
れた計画は、1 9 6 7 年５月1 5 日に、ここ神戸でスタートし、1 9 6 7 年８月にシアト
ルで、最終的に決定されます。
私たちは、神戸という偉大な港と提携する特権を感謝していますし、シアト
ルで８月に、この計画が完成するのを、楽し承に待っています。

シアトル一神戸提携委員会共同議長G o r d o n S ・C i n t o n
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議驚

ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
は
、
世
界
の
五

大
港
と
い
え
ば
、
ま
ず
第
一
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
、
マ
ル
セ
ー
ユ

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ジ
ェ
ノ
バ
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
現
在
で
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ジ
ェ
ノ
バ
、
マ
ル
セ

ー
ユ
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
と
、
貨
物
の
取
扱

量
は
そ
の
順
位
を
大
き
く
変
え
た
。
こ

の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
港
は
一
一
ユ
ー
ョ
ー
ク
を
は
る
か
に
し

の
い
で
、
大
変
な
勢
い
で
繁
栄
ぶ
り
を

見
せ
て
い
る
。
そ
の
驚
異
的
な
発
展
を

続
け
る
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
、
私
た
ち
は

来
る
五
月
十
五
日
に
、
姉
妹
港
に
な

り
、
そ
れ
と
同
時
に
、
ア
メ
リ
カ
の
十

大
港
の
一
つ
、
シ
ア
ト
ル
と
も
提
携
を

結
び
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
三
姉
妹
港
誕

生
と
い
う
の
は
、
世
界
で
も
初
め
て
。

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
シ
ア
ト
ル
と
い
う
の

は
、
一
体
ど
ん
な
町
、
ど
ん
な
港
な
の

だ
ろ
う
か
？
神
戸
っ
子
に
と
っ
て
は

知
り
た
い
こ
と
ば
か
り
。
そ
こ
で
、
今

日
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
や
港
に
詳
し
い

四
人
の
方
に
お
集
ま
り
ね
が
っ
て
、
楽

し
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

閃
、
藍
①
周
昌
色
ヨ
ヰ
碗
⑦
回
伸
呂
①
牛
男
ｅ
ｇ
印

☆
神
戸
開
港
百
年
特
集
☆
座
談
会

面
ご
一
泊
『
酉
一
二
一
四
言
一
ｍ
『
三
『
”
や
②
一
切
一
ｍ
『
で
ロ
『
一

三
姉
妹
港
を
語
る

ヘ

諸
岡
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
さ
ん
は
、
ロ

ッ
テ
ル
ダ
ム
に
は
何
年
頃
？

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ｏ
Ｏ
Ｒ
一
九
五
七
年
か
ら

八
年
間
い
ま
し
た
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の

町
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
あ
り
な
が
ら
オ
ラ

ン
ダ
ら
し
く
な
い
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ

的
な
町
な
の
で
す
。

黄
一
九
四
○
年
、
ナ
チ
の
攻
撃
を
う

け
、
戦
後
新
ら
し
い
町
づ
く
り
を
や
り

現
在
の
よ
う
な
超
近
代
的
な
町
と
な
っ

た
の
で
す
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ヘ
イ

グ
な
ど
と
は
全
然
ち
が
い
ま
す
ね
。

諸
岡
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
は
、
有
名
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
街
が
あ
っ
て
、
何
と
い

っ
た
か
な
、
た
し
か
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル

の
近
く
で
す
。
都
市
計
画
の
時
に
は
必

ず
紹
介
さ
れ
る
代
表
的
な
も
の
で
す
。

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ｏ
ｏ
Ｒ
あ
あ
ヘ
レ
イ
ン
バ

ー
ン
・
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
セ
ン
タ
ー
で

す
ね
。

諸
岡
そ
う
、
そ
れ
が
う
ま
く
で
き
て

い
て
、
人
と
車
は
完
全
に
分
離
し
て
し

ま
っ
て
、
人
だ
け
を
通
す
よ
う
に
な
っ

１
８５
１

ア
メ
リ
カ
的
な
町
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

毛利治
く神戸市港湾局技術
部計画課長＞

鍵 灘

黄純哲
くＫＬＭオランダ航空＞

諸岡博熊
く神戸市調査宰副主幹＞

M r s ･ Ｐｄｓｆｏｏｒ

＜在神オランダ人＞

雲
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て
い
ま
す
。
港
町
で
あ
れ
だ
け
ア
ヵ
抜

け
し
た
、
元
町
通
り
を
、
も
っ
と
広
く
し

た
よ
う
な
…
…
。
オ
ラ
ン
ダ
人
は
、
こ

う
い
う
都
市
計
画
が
う
ま
い
で
す
よ
。

国
土
が
狭
い
か
ら
、
い
か
に
効
率
的
に

使
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

黄
人
口
密
度
は
世
界
一
で
す
ね
。
し

か
し
、
あ
ま
り
人
が
多
い
と
感
じ
ま
せ

ん
ね
。
全
部
、
原
野
で
山
が
な
い
。

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ｏ
ｏ
Ｒ
春
に
は
、
い
ろ
ん

な
種
類
の
水
仙
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
ヒ

ヤ
シ
ン
ス
が
色
と
り
ど
り
に
咲
い
て
、

ま
る
で
花
の
カ
ー
・
ヘ
ッ
ト
の
よ
う
で

す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
、

と
て
も
大
き
く
、
た
く
ま
し
い
で
す
。

日
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
は
と
て
も
小
さ

い
（
笑
）
。

毛
利
郊
外
に
行
く
と
、
小
さ
な
家
が

た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
赤
と
か
黄
と
か
グ

リ
ー
ン
と
か
ペ
ン
キ
を
塗
り
た
く
っ
て

印
象
的
で
す
ね
。

諸
岡
も
う
一
つ
町
で
特
色
が
あ
る
の

は
、
自
転
車
が
実
に
多
い
こ
と
で
す
。

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
ｏ
ｏ
Ｒ
誰
で
も
、
お
ば
あ

さ
ん
で
も
、
こ
ん
な
小
さ
な
子
供
で
も

乗
り
ま
す
。
ま
る
で
自
転
車
の
洪
水
（

笑
）
み
た
い
で
す
。

有名なショッピング街レインバーソの入口

～$

ロッテルダム港の一角中央後方はマース橋ユーロマストより北方を望む

ゆ

１
８６
１

諸
岡
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港
は
、
ラ
イ
ン

河
の
河
口
に
あ
っ
て
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈

の
中
心
港
で
あ
る
の
が
特
色
で
す
ね
。

毛
利
普
通
の
港
と
ち
が
っ
て
Ｅ
Ｅ
Ｃ

の
港
な
ん
で
す
。
フ
リ
ー
ポ
ー
ト
（
自

世
界
の
驚
異
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
港

由
港
）
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。
世
界
最

大
と
い
う
の
は
、
ラ
イ
ン
川
に
沿
っ
て

ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
ま
で
運
び
ま
す
か
ら

諸
岡
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
、
海
岸
線
、

ラ
イ
ン
と
マ
ー
ス
川
の
下
流
を
埋
め
立

て
て
、
近
代
的
な
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ト
（
欧

州
港
）
に
し
て
し
ま
っ
た
。

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
変
ら
な
い
ほ
ど
古

い
港
で
す
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、
ポ
ー
ト

レ
ッ
ク
、
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ト
と
三
つ
あ
っ

て
、
そ
れ
を
普
通
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
・
ユ

ー
ロ
ポ
ー
ト
と
い
っ
て
い
ま
す
。
距
離

が
神
戸
と
大
阪
よ
り
、
も
っ
と
遠
く
車

で
ま
わ
る
だ
け
で
一
日
か
か
り
ま
す
。

諸
岡
ヨ
ー
ロ
ッ
。
〈
は
、
全
て
川
港
な

ん
で
す
。
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ト
が
初
め
て
海

港
な
の
で
す
。
ユ
ー
ロ
ポ
ー
ト
に
、
石

油
精
製
工
場
が
ズ
ラ
ッ
と
並
ん
で
い
て

す
ご
い
で
す
ね
。
イ
タ
リ
ア
の
ゼ
ノ
ァ

が
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
一
異
玄
関
と
す
る
と
、
ユ
ー

ロ
ポ
ー
ト
は
Ｅ
Ｅ
Ｃ
の
表
玄
関
で
す
。

黄
そ
れ
か
ら
神
戸
の
ポ
ー
ト
タ
ワ
ー

は
、
ユ
ー
ロ
マ
ス
ト
に
似
て
ま
す
ね
。

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
で
も
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
の
ユ
ー
ロ
マ
ス
ト
の
方
が
ず
っ
と
効

率
的
で
観
光
用
と
同
時
に
天
然
の
排
気

孔
を
も
か
ね
て
い
ま
す
。

毛
利
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
、
今
コ
ン
テ

ナ
を
建
設
中
で
す
か
ら
、
・
ハ
ー
ジ
の
ほ

か
コ
ン
テ
ナ
輸
送
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
鉄
道
と
コ
ン
テ
ナ
と
琴
ハ
ー
ジ
の
三

つ
が
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
ま
で
い
き
ま
す
。

諸
岡
こ
れ
が
す
ご
い
で
す
ね
。
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毛
利
シ
ア
ト
ル
の
方
は
、
コ
ン
テ
ナ

は
、
ず
っ
と
前
か
ら
や
っ
て
い
た
の
で

す
。
と
い
う
の
は
、
ア
ラ
ス
カ
と
の
輸

送
は
、
コ
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
い
た
。
今

度
、
ハ
ワ
イ
ま
で
の
を
や
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
い
う
形
に
な
っ
た
方
が
、
伸

び
広
が
り
ま
す
か
ら
ね
。

諸
岡
し
か
し
、
シ
ア
ト
ル
に
は
、
ヒ

ン
タ
ー
ラ
ン
ド
が
な
い
。
い
ろ
い
ろ
と

シ
カ
ゴ
ま
で
あ
る
と
か
い
わ
れ
ま
す
け

ど
、
そ
の
必
要
は
な
い
わ
け
で
す
。
取

扱
量
は
大
し
た
こ
と
な
い
。
一
九
六
五

年
に
は
、
二
四
八
万
七
千
ト
ン
と
か
。

毛
利
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
は
そ
れ
の
六
十

倍
で
二
千
万
ト
ン
で
す
。
神
戸
は
世
界

一
に
大
き
い
港
と
規
模
は
小
さ
い
け
れ

ど
、
ア
メ
リ
カ
で
は
十
大
港
の
一
つ

の
シ
ア
ト
ル
港
と
提
携
す
る
わ
け
で

す
。毛

利
神
戸
は
六
千
五
百
万
ノ
。
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
の
３
分
の
一
で
す
。
神
戸
も

世
界
的
な
港
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

諸
岡
結
局
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
が
急
速

に
発
展
し
た
の
は
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
と
か
ラ
イ

ン
河
利
用
と
か
ヒ
ン
タ
ー
ラ
ン
ド
（
背

後
地
）
が
あ
る
と
か
い
う
こ
と
で
す
ね

西
ヨ
ー
ロ
ッ
・
〈
の
人
口
の
如
％
が
ラ
イ

ン
ラ
ン
ド
に
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
中
心
に
半
径

五
百
キ
ロ
の
円
を
描
い
た
ら
、
一
億
六
千

万
の
人
口
が
入
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
中
心
に
す
る
と
、
三
千
五
百
万
、

神
戸
を
中
心
に
す
る
と
七
千
五
百
万
で

す
ョ
。
神
戸
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
よ
り
上

干拓のすすむシアトル港シアトル・タコマイソターナショナル・エアーポート シルショールベイ・マリーナ

独
特
な
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
シ
ア
ト
ル
港

ｌ
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
つ
い
て
は
こ
の

辺
に
し
て
、
シ
ア
ト
ル
の
話
を
ｌ

毛
利
僕
が
行
っ
た
の
は
一
九
六
四
年

で
す
。
半
島
が
突
き
出
て
、
す
ご
い
入

江
に
な
っ
て
い
ま
す
。
波
が
全
然
な
く

フ
ィ
ヨ
ル
ド
ふ
た
い
で
す
。
こ
こ
に
は

淡
水
港
と
海
水
港
と
が
あ
っ
て
、
唯
一

の
財
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
シ
ア

ト
ル
と
い
う
町
の
名
は
酋
長
の
名
前
か

ら
と
っ
た
、
も
の
で
、
ミ
ス
タ
ー
・
シ
ア

ト
ル
の
胸
像
が
．
ハ
イ
オ
ー
ー
ア
・
ス
ク
ェ

ア
に
あ
り
ま
す
。
人
口
が
八
十
万
。
面

積
は
神
戸
の
八
割
ぐ
ら
い
。

諸
岡
そ
こ
の
特
長
は
、
十
車
線
の
フ

リ
ー
ウ
ェ
イ
と
か
マ
ー
ス
ト
ン
ネ
ル
、

フ
ー
ド
・
カ
ナ
ル
浮
橋
な
ど
で
す
。

毛
利
そ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
の
フ
ロ
ー
テ

ィ
ン
グ
・
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
六
、
五
○
○

フ
ィ
ー
ト
つ
ま
り
二
キ
ロ
弱
で
す
ネ
。

諸
岡
お
も
し
ろ
い
ん
で
す
ョ
。
橋
が

ン
タ
ー
ラ
ン
ド
が
大
き
い
わ
け
で
す
よ

そ
の
代
り
東
京
ま
で
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
け
ど
（
笑
）
。
産
業
人
口
が
そ
れ
だ

け
集
中
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
い
え
ば
、

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
ラ
イ
ン
ラ
ン
ド
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
五
大
湖
地
方
、
神
戸
港

を
中
心
と
し
た
瀬
戸
内
海
地
方
ぐ
ら
い

で
は
な
い
で
す
か
。
あ
と
は
も
う
、
そ

れ
だ
け
産
業
人
口
の
集
中
し
た
と
こ
ろ

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
結
局
、
港
が
よ
く

な
る
の
は
、
そ
の
港
を
支
え
て
い
る
背

後
地
と
港
を
結
ぶ
交
通
体
系
で
す
ね
。

１
８７
１
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絶
叫
す
る
ザ
ッ
キ
ン
作
の
「
心
臓

を
え
ぐ
ら
れ
た
男
」
の
彫
像
だ
。

一
九
四
○
年
の
ナ
チ
の
大
爆
撃
は

こ
の
町
を
灰
儲
に
帰
し
て
し
ま
っ

た
が
、
そ
の
一
記
念
に
建
て
ら
れ
た

こ
の
彫
像
に
誓
い
、
励
ま
さ
れ
て

こ
の
町
は
見
事
に
復
興
し
、
今
日

こ
の
像
の
ま
わ
り
に
は
、
超
現
代

的
な
ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
焼
残
り

の
古
い
教
会
堂
に
並
ん
で
斬
新
な

デ
ザ
イ
ン
、
こ
の
鐘
楼
が
舞
え
る

商
都
の
活
気
と
芸
術
の
香
気
と
、

古
い
も
の
と
新
ら
し
い
も
の
を
対

立
せ
ず
に
、
混
然
と
融
和
さ
せ
て

い
る
の
が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
だ
。
そ

し
て
焼
跡
に
い
ち
早
く
ま
ず
非
実

用
的
な
彫
像
を
建
て
る
と
い
う
よ

う
な
姿
勢
を
わ
た
し
は
貴
重
な
も

の
だ
と
思
う
。
八
美
術
評
論
家
Ｖ

浮
い
て
い
て
、
こ
れ
が
バ
ー
ジ
で
つ
な

が
っ
て
い
て
、
船
が
通
る
と
、
真
ン
中

で
分
か
れ
る
ん
で
す
。
ち
ょ
っ
と
例
が

な
い
で
し
よ
。

毛
利
シ
ア
ト
ル
と
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を

比
べ
た
時
、
何
か
シ
ア
ト
ル
の
方
が
、

し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
感
じ
で
す

ね
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
方
が
、
ア
メ
リ

カ
に
近
い
よ
う
な
町
で
、
シ
ア
ト
ル
の

方
が
ア
メ
リ
カ
で
な
い
よ
う
な
…
…
。

諸
岡
ち
ょ
っ
と
活
気
が
な
い
わ
け
で

す
よ
。
シ
ア
ト
ル
は
神
戸
の
６
分
の
一

ぐ
ら
い
の
規
模
で
す
。
ボ
ー
イ
ン
グ
を

造
る
航
空
会
社
の
方
が
大
き
い
で
す
ね

毛
利
シ
ア
ト
ル
の
港
湾
管
理
者
は
、

交
通
機
関
を
全
部
も
つ
わ
け
で
す
。
空

も
陸
も
海
も
。
港
の
規
模
は
小
さ
い
け

れ
ど
、
シ
ス
テ
ム
か
ら
い
く
と
、
日
本
よ

り
は
る
か
に
偉
れ
て
い
ま
す
ね
。
ア
メ

リ
カ
で
は
港
に
よ
っ
て
管
理
シ
ス
テ
ム

が
ち
が
う
。
シ
ア
ト
ル
は
独
立
の
委
員

会
組
織
で
す
。
だ
か
ら
、
今
ま
で
神
戸

と
シ
ア
ト
ル
市
と
は
姉
妹
提
携
し
て
い

た
け
れ
ど
、
港
と
は
し
て
い
な
か
っ
た

わ
け
で
す
。
ポ
ー
ト
オ
ブ
シ
ァ
ト
ル
と

い
う
の
は
、
選
挙
に
よ
る
五
人
の
コ
ミ

ッ
シ
ョ
ナ
ー
組
織
で
す
。
市
長
や
市
政

と
は
全
然
関
係
な
く
、
ポ
ー
ト
・
デ
ィ

ス
ト
リ
ク
ト
の
中
の
住
民
の
港
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

ピ
ー
プ
ル
・
ツ
ウ
・
ピ
ー
プ
ル
で
親
善

の
か
け
橋
を
／
、

ｌ
今
度
、
５
月
蝿
日
に
シ
ス
タ
‐
ポ

ー
ト
の
提
携
を
す
る
わ
け
で
す
が
…
…

Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
仲
よ
く
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
い
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
む
つ
か
し
い
こ
と
は
分
り
ま

せ
ん
け
ど
、
シ
ス
タ
ー
と
い
う
の
は
、

同
一
家
族
だ
か
ら
、
同
じ
名
前
を
も
っ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
よ
う
に
、
何
か

三
つ
の
市
に
共
通
の
も
の
を
決
め
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
花
と
か

風
車
と
か
…
…
。

黄
例
え
ば
神
戸
か
ら
向
う
に
行
っ
て

も
、
シ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
だ
と
い
う
理
解

が
あ
れ
ば
、
何
と
な
く
親
し
み
を
感
じ

ち
ゃ
う
ん
で
す
ね
。

毛
利
結
局
、
姉
妹
提
携
と
い
う
の
は

ピ
ー
プ
ル
・
ツ
ウ
・
ピ
ー
プ
ル
（
人
対

人
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。
港

湾
方
面
か
ら
い
う
と
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
港

湾
技
術
、
管
理
、
運
営
で
す
ね
。
一
応

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
を
理
想
に
お
い
て
い
ま

す
。
シ
ア
ト
ル
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
は
、

施
設
面
よ
り
、
シ
ス
テ
ム
の
方
が
多
い

で
す
ね
。
情
報
交
換
と
か
…
…
。

諸
岡
神
戸
港
は
日
本
一
の
港
、
ロ
ッ

テ
ル
ダ
ム
港
は
世
界
一
、
そ
れ
が
手
を

結
ぶ
と
い
う
こ
と
は
、
次
は
、
神
戸
港

を
世
界
一
に
す
る
た
め
に
弟
子
入
り
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
（
笑
）
。
し
か

し
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
、
わ
ざ
わ
ざ
提
携

す
る
意
味
が
な
い
。
神
戸
っ
子
の
市
民

感
情
と
し
て
は
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を

何
か
…
…
。
こ
こ
で
こ
う
し
て
じ
っ
と

話
を
聞
い
て
い
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な

い
。
や
は
り
、
ピ
ー
プ
ル
・
ツ
ウ
・
ピ

ー
プ
ル
で
、
人
間
の
交
流
を
通
し
て
、

相
互
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
、
大

切
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

｢ 心臓をえぐられた男」

■

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
象
徴

赤
根
和
生

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
の
町
の
に
ぎ
わ

い
の
な
か
に
身
を
お
く
と
、
い
つ

も
ど
ん
よ
り
と
頭
に
の
し
か
か
っ

て
く
る
北
欧
の
空
が
あ
ま
り
気
に

な
ら
な
い
く
ら
い
明
か
る
い
気
分

に
な
る
。
古
色
蒼
然
と
し
た
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
と
は
対
照
的
な
新
鮮

な
活
気
が
身
を
包
ん
で
し
ま
う
か

ら
で
あ
る
。
は
る
か
に
望
む
し
ゃ

れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
白
亜
の
塔
ヨ

ー
ロ
マ
ス
ト
」
は
西
欧
随
一
の
港

を
ひ
か
え
た
、
こ
の
商
都
の
、
そ

ん
な
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
象
徴
だ
。
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
と
い

う
と
も
う
ひ
と
つ
思
い
出
す
の
は

港
に
近
い
広
場
に
、
天
に
向
っ
て
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新しい時代のおし毎れは
生の花で／

最近生の花のコサージュを飾ることが流行しています。ノメー
ティ、結婚式、リサイタルなどにブーケをう｡ レゼントする楽
しさはみんなフラワーデザインによるもの。
六甲フラワーテ参ザインルームのなごやかなムードの中で美し
い花々をテ･ ･ ザインする楽しきをぜひ味合っていただきたいも
のです句

雲;謹職iｌｉＩ鶏
§識

i9鰯蕊

蕊驚議ｉ

< 日時＞月暇日火叩 F 1 （週一回月四回）
< 入会金＞5 0 0 円
< 月識＞1 , 0 0 0 灰｜

花の材料費はその都度いただきます

六甲フラワーデザインルーム
香月純子

神戸市灘区高羽常盤木６ＴＥＬ（8 4 ）２１０３
｣ 六’ｌＵＬ璽’’
一| 間戸ＩＦＦ。「 ﾃ 芦、言岸
| 神戸銀行 l醤1F戯』毒雛ｒ

韮大阪
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☆貴☆☆費☆ｰ ………一………

勢妄零瀞ク■ス
舶来雑貨神戸トア・ロードＴＥＬ、０９９８
婦人靴三宮地下街( さんちかレディスタウン）

犬阪阪神百貨店ＴＥＬ３６１－ｌ２０１
京都丸物百貨店ＴＥＬ⑯１１１１
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つまらぬ神戸．つまらぬ神戸．つまらぬ神戸．つまらぬ神戸．つまらぬ神戸．つまらぬ神戸．つまらぬ神戸。つまらぬ神戸 ｐ
蔵
酔
豚
画
興
除
齢
蕊
蕊
悪
ト
銚
談
塀
墾
鎚
蕊
蕊
鰯
惚
鍵
騨
韓
鰐
謡
．
・
・
噴
率
魂
一

つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸

げ

｡ つまらぬ神戸．つまらぬ神戸・男の気持／④つまらぬ神戸／向井修二く画家＞・つまらぬ神戸．つまらぬ神戸．

つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸
．
つ
ま
ら
ぬ
神
戸

開
港
百
年
を
迎
え
た
神
戸

昔
は
よ
か
っ
た
ら
し
い
神
戸

都
会
の
よ
う
で
都
会
で
な
い
神
戸

段
点
つ
ま
ら
な
く
な
っ
た
「
港
ま
つ
り
」
の
あ
る
神
戸

ミ
ス
何
点
と
い
わ
れ
る
美
人
が
意
外
に
美
人
で
な
い
神
戸

日
本
人
を
相
手
に
し
な
い
場
所
の
あ
る
神
戸

夜
の
九
時
を
す
ぎ
る
と
可
愛
子
ち
ゃ
ん
が
い
な
く
な
る
神
戸

お
じ
よ
う
さ
ん
お
じ
よ
う
さ
ん
し
た
お
じ
よ
う
さ
ん
が
多
い
神
戸

女
同
志
の
ア
ベ
ッ
ク
が
多
い
神
戸

す
っ
き
り
し
た
男
が
少
な
い
神
戸

子
供
や
学
生
が
や
た
ら
う
ろ
ち
ょ
ろ
し
て
い
る
神
戸

買
物
が
目
的
で
美
人
が
集
ま
っ
て
く
る
神
戸

靴
屋
が
や
た
ら
目
に
つ
く
神
戸

各
国
の
料
理
が
食
べ
ら
れ
る
神
戸

値
段
の
わ
り
に
肉
が
小
さ
く
な
っ
た
神
戸

バ
ー
に
美
人
が
少
な
い
神
戸

ス
タ
ン
ド
バ
ー
が
多
く
ち
ょ
っ
ぴ
り
安
い
神
戸

し
ゃ
れ
た
町
だ
と
い
わ
れ
る
わ
り
に
し
ゃ
れ
た
所
の
な
い
神
戸

風
呂
屋
で
見
る
よ
う
な
富
士
山
の
大
き
な
壁
画
の
あ
る
神
戸

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
と
は
思
え
ぬ
タ
ワ
ー
の
あ
る
神
戸

芸
術
の
理
解
者
が
多
い
？
神
戸

画
廊
ら
し
い
画
廊
の
な
い
神
戸

今
頃
美
術
館
が
ど
う
の
こ
う
の
と
い
っ
て
い
る
神
戸

文
化
人
？
が
多
い
神
戸

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
や
っ
ぱ
り
せ
ま
い
神
戸

広
告
で
も
っ
て
い
る
月
刊
「
神
戸
っ
子
」
が
あ
る
神
戸

こ
ん
な
こ
と
書
く
と
き
ら
わ
れ
る
神
戸

１
９１
１
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